
巷諌言  

英文論文誌の改革について  
煽集長 閑口 利男   

美文論文誌の改善と充実についでは，歴代会長および関係者かち常々強い要望が  
出されておりました．理事会はこれを受けて．検討委貝会を発足させ，3年間にわ  
たって傾垂に検討され ここで得られた改革案を編集会議および理事会に譲り，承  
認を得て1労1年（平成3年）1月から実施することに致しました．この改革案の  
詳細は本会誌19如年呼成2判5月号に発表されておりますが，要点iま現在の  
和文論文の鱒CDに対応した各グループの英文論文塀筆季月食にそれぞわの企  
画・編集業務を全面的に委ね責任編集体制としたことと，国内外の著名な方々にア  
ドバイザ」として参加頂き，強力な助言活動を期待したことであります．   

英文論文誌を本学会が発行する意義は，（1）我が国の電子情報通償および関連  
分野め研究・揮発の成果や年分野の活動状況を学会独自の機関誌によって広く世界  
に公痢すべきであること，（2）これまでiこ多くめ画際会議を主催し，また主催し  
ようとしている学会として一国際憩によ萄定期的な論文発車は当鍵の義務であ卑こ  
と，（3）我が周の科学・技術の現状から見て，特に東南アジア地域における研究・  

関数成果の尭蓑機関誌としての設削を果たす必苧があることなどにあると考えてお  
ります．   

この意羨と改革の趣旨を達成させるために，まず英文論文誌を質眉馴こも量椅にも  

充実させ．外国人はもちろん．牽くの国内会員にも読まれ，革い評榊毒得られる字  
引享よって，揆穣薦確も増し，離れた論文が崩御す冬という良循環と国内外の筆名  
な研究者め積極栂な協力を期待し．改革の具体的成案が得られた改廃です▲お手元  
f二配布された和文論文誌には各分冊に対応する英文論文が後払に綴じ込まれておわ  

ます．なお，合冊には本会研究会の発牽目次が掲載されてお抄ます．これは上述の  
良循環を期待し，更にこの改革案を脾綱紀発展充実させるための第一歩です．改革  
め趣旨と内容をご理解兼愛，ご支叔をお琴いする次第です．   

本学会鱒挙行してい尋和文および英文論文諦の国際職な革知と評憐の必要性につ  
いて降縄集余韻でも謡感に恕り，そ吟対策が急がれておりまレた，ぞこで，この改  
革の機会に，まず米国のⅠ潜血鵬forSd血暮摘¢Ⅰ感触融i触発行の‘‘s七i血七eClta－  

tiomIndex”（＄CI）およぽ’‘cur触tCom一班t＄”に掲載方を露頭すぺ琶であるとの  
意見が出され．編集理事と論文課長が同社を訪問し．交渉した結界．斬英文論文革  
についてはSCIの皿1率e▼㌫ぬnに載せ，かつCum戚C鵬t組臨に掲載すること  
を快く翠革して湧くことができまし鱒．こ和までの動坤籾のたまもの 
を強くし，これからの和・英論文諺のますますの充実と発展を期待する汝帯です．  
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